
が
故
品
。
惣
て
流
通
ご
は
、
求
来
嘗
今
の
錯
畠
（
中
審
）
妙

法
蓮
華
経
の
五
宇
は
、
三
世
諸
悌
共
じ
許
し
て
未
来
滅
後

の
た
め
也
云
久
御
議
下
サ
五
）
此
等
の
姐
文
を
以
て
見
る
じ

明
か
に
末
法
頴
盆
の
法
華
経
仁
し

τ、
其
の
結
要
の
法
体

は
即
是
れ
世
骨
骨
久
本
の
証
得
、
本
中
の
大
本
、
極
中
の
最

極
也
。上

京
市
の
所
越
を
本
門
付
属
三
百
ふ
、
而
も
塔
中
に
於

τ

一
一
経
の
中
別
し
て
肝
心
の
五
宇
を
特
別
に
上
行
等
に
付
属

せ
ら
れ
た
る
故
に
塔
中
別
付
属
さ
云
よ
。
（
未
完
」

・・・・圃．
－・・・＿＿.・

秘

論

ハ
承
前
V

高

義

山

岡

第
＝
章

第
三
項
本
君
。
本
体

本
曾
の
本
体
は
如
何
な
る
者
争
る
か
を
論
ず
る
に
二
種

の
方
面
よ
ら
論
ず
一
を
敷
門
の
本
牢
ご
云
ひ
他
を
観
門
の

本
隼
ご
云
ふ
、
数
門
の
本
隼
と
は
本
掌
の
金
体
是
れ
久
議

本
備
の
体
を
顕
せ
る
者
也
ご

l
l甑
門
の
本
容
さ
は
本
零 哲

mw金
体
是
れ
行
者
色
必
の
賓
体
を
頴
せ
る
者
争
り
ご
す
o

，
司
教
門
の
本
章

是
れ
即
三
大
秘
法
抄
。
報
思
抄
等
に
顕
れ
た
る
本
電

に
乙
て
久
遠
穂
迦
牟
陀
備
を
以
て
某
の
本
体
さ
る
す
故

仁
是
れ
を
致
主
本
曾
ご
も
云
ふ
ぺ
き
欺

報
恩
抄
じ
日
〈
本
内
の
教
主
尺
寧
を
本
牢
ご
事
す
ベ
し

云
々
三
大
秘
法
抄
に
臼
〈
毒
量
ロ
叩
に
所
建
立
者
五
百
塵

動
嘗
初
以
来
此
土
有
縁
深
厚
本
有
無
作
三
身
教
主
韓
曾

是
晶
一
不
寄
書
量
品
の
然
我
質
成
偽
巳
来
の
文
意
も
顕
本

の
備
は
我
等
巳
心
の
蒋
雰
に
し
て
能
額
の
五
百
塵
動
じ

よ
り
て
顕
る
、
泊
所
頴
の
三
身
無
始
の
本
悌
を
一
五
ふ
な
り

設
に
於
て
宗
組
自
ら
書
量
品
じ
顧
は
れ
し
し
所
の
教
主

調
停
曾
を
彫
刻
し
是
れ
を
妙
蓮
山
法
華
寺
（
一
等
四
士
）
正
中

山
本
妙
寺
（
二
電
同
士
）
ご
の
爾
寺
に
安
置
せ
る
と
か
云
ム

ロ
観
問
の
本
一
帯

是
れ
書
量
品
に
額
は
れ
し
本
費
無
作
一
一
一
身
を
以

τ某

の
本
体
ご
争
す
、
線
勘
文
鯵
仁
臼
く
巳
心
ご
心
性
ご
心

体
さ
の
三
は
巳
必
の
本
畳
三
身
如
来
争
り
是
れ
を
経
に

設
い
て
臼
〈
如
是
相
（
鰭
身
如
来
）
如
是
性
（
報
身
如
来
」
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如
是
体
法
身
如
来
『
是
れ
を
三
如
是
ご
い
ふ
。
此
の
三

如
是
の
本
畳
如
来
は
十
方
法
界
を
身
体
ご

ι十
方
法
界

を
心
性
ざ
し
十
方
法
界
を
相
好
ご
す
此
の
故
じ
我
身
は

本
費
三
身
如
来
白
身
体
な
b
法
界
に
周
編
し
て
一
偽
の

徳
用
中
守
れ
ば
一
切
の
法
身
は
皆
此
れ
協
法
也
一
子
守
更
に

今
此
れ
を
詳
言
す
れ
ば
此
の
本
質
の
如
来
は
十
方
法
界

の
五
大
を
以
て
法
身
の
体
ご
し
十
方
法
界
の
五
組
を
以

C
報
身
の
性
ご
し
、
十
方
法
界
の
一
切
衆
生
の
大
根
を

以
て
臆
身
の
形
相
ご
し
乃
至
十
方
法
界
の
一
切
衆
生
の

三
業
四
威
儀
智
恵
一
踊
徳
を

ιて
此
の
俳
の
カ
ご
し
所
作

ご
し
智
恵
ご
し
一
胸
徳
ご
争
す
而

ιて
其
住
所
は
十
方
法

界
の
岡
土
仁
し
て
無
量
億
劫
を
経
る
も
生
な
く
減
争
〈

無
始
無
終
不
迷
不
費
の
三
身
争
・
9
即
之
れ
を
妙
法
蓮
華

経
ど
名
〈
、
『
御
義
』
に
臼
〈
無
作
三
身
の
質
競
を
南
無

妙
法
蓮
華
経
ご
云
云
々
し
か
る
じ
租
文
或
は
此
れ
を
本

協
ど
云
ひ
或
は
本
法
ご
云
ぴ
或
は
三
千
ご
稀
し
て
共
致

一
準
奇
ら
ず
故
に
今
此
れ
等
を
人
法
及
主
客
の
雨
重
仁

約
し
て
遁
確
な
ら
し
め
ん
ご
す
。

始
め
仁
人
じ
約
し
て
論
や
ば
此
の
本
法
の
体
三
身
即
一

の
本
偽
奇
り
ご
す
、
即
も
本
法
の
身
を
も
っ
て
法
身
ご
守

し
本
偽
の
vり
を
以
て
報
身
ご
し
本
法
の
形
ち
を
以
て
鷹
身

と
な
す
是
ま
り

次
仁
法
に
約
せ
ば
十
界
三
千
の
依
正
法
ん
て
互
に
相
国
濁

’
し
て
無
蓋
の
妙
用
を
顕
は
し
凡
夫
所
見
の
嘗
位
生
滅
を
離

れ
た
る
妙
色
心
な
b
是
れ
を
妙
法
無
作
の
本
法
ご
云
ふ
べ

し
『
御
義
」
仁
日
〈
三
千
世
界
の
総
体
云
々
『
本
曾
抄
』
仁
臼

〈
今
本
地
の
婆
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
た
る
常

住
の
浄
土
品
云
身
前
に
引
け
る
如
〈
『
穂
勘
丈
抄
』
に
臼
〈

十
方
法
界
を
身
体
ご
し
十
方
法
界
を
心
性
ご
し
十
方
法
界

を
相
好
ご
す
云
々
ご
此
の
本
備
を
客
観
じ
約
す
時
は
法
界

濁
一
の
程
迦
牟
陀
悌
ど
云
ふ
ぺ
し
書
量
の
設
相
明
ら
か
じ

能
額
始
畳
の
樫
迎
牟
陀
偽
じ
よ
せ
て
無
作
本
畳
を
顕
は
す

故
に
業
本
偽
の
名
を
又
蒋
迦
牟
陀
偽
ご
一
宮
ふ
＋
す
り
「
毒
量

品
』
の
或
詫
己
身
或
説
他
身
』
ご
ょ
っ

τ知
る
べ
し

・
究
に
主
観
じ
約
す
る
時
は
此
の
本
法
本
偽
即
も
行
者
色

心
の
全
体
仁
し
て
衆
生
事
迷
の
嘗
蕗
忽
も
に
無
作
三
身
の

費
体
を
成
令
ど
な
す
故
仁
天
地
法
・
界
は
三
千
悉
く
皆
我
体

中
に
起
伏
し
て
我
れ
は
此
れ
書
量
の
本
主
ご
奇
る
な
b
、

『
僻
義
』
じ
臼
〈
我
ご
は
法
界
の
衆
生
な
h

リ
十
界
巳
々
の
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我
を
指
し
て
我
ご
云
ふ
な
b
云
々
『
本
軍
抄
ニ
』
日
く
所
化
以

同
体
品
是
即
巳
心
の
三
千
具
足
三
種
の
世
間
な
り
津
々
如

斯
人
法
主
客
の
別
あ
り
さ
云
へ
ざ
も
共
に
約
従
の
不
同
に

し
て
た
H
h

一
つ
の
確
固
た
る
本
魔
抑
制
作
の
三
身
あ
る
の
み

此
れ
寅
民
宮
家
本
曾
の
主
体
た
る
争
り

『

『

主

l
衆
生
｝

｝
人

l
本

傍

ム

事

旧

事

v

－
不
ニ
ノ
南
無
妙

審－

R
H本
奄
－
無
作
三
由
二

Z
T樟
迦
傍
」
あ
蓮
華
経

戸
法

1
本
法
妙
法

l
1
1
1
L

然
る
に
本
曾
の
主
体
南
無
稗
迦
牟
陀
悌
ご
書
か
ず
し
℃

商
無
妙
法
蓮
華
経
と
題
す
る
所
以
は
稗
迦
牟
陀
梯
は
是
れ

別
体
の
名
競
仁
し
て
普
編
的
意
義
を
候
〈
故
に
此
の
意
義

を
補
ひ
本
悌
此
法
界
絶
劃
の
最
隼
な
る
事
を
示
さ
ん
が
錦

仁
特
仁
商
無
妙
法
蓮
華
経
ご
題
す
換
言
す
れ
ば
南
無
妙
法

蓮
華
経
を
以
て
開
削
し
た
る
本
悌
は
即
も
中
央
の
主
体
吾
人

（
本
等
仁
向
ふ
時
此
の
主
体
仁
具
遣
に
聖
法
身
）
智
（
報
身
）
悲

感
身
）
の
三
怨
を
具
す
事
堂
観
じ
疾
〈
久
惑
の
本
因
を
誘

ふ
て
即
身
に
久
還
の
本
果
を
関
〈
べ
き
奇
b

第
三
章
本
問
題
白

第
一
項
五
字
の
内
容

五
字
ご
は
此
れ
法
華
経
一
部
の
名
畿
な
b
故
に
此
れ
を

題
目
ご
云
ふ
喰
へ
ば
一
衝
の
人
格
を
代
表
す
る
矯
め
比
れ

に
名
を
附
し
何
々
ど
云
ふ
知
し
経
に
臼
〈
『
名
妙
法
蓮
華

麗
』
ご
四
信
五
品
抄
じ
日
〈
文
珠
師
利
薩
阿
難
章
者
惣
ニ
括

三
曾
入
年
之
問
ノ
悌
語
↓
題
コ
妙
法
蓮
華
経
↓
云
々
五
宇
是
法

華
一
部
の
名
競
争
る
事
釦
る
ぺ
し
然
れ
ざ
も
此
れ
一
往
の

設
に
て
貫
は
法
華
経
一
部
の
心
仁
で
あ
る
争
り
喰
へ
ば
人

の
姓
を
呼
ぶ
じ
何
々
ご
言
ふ
は
其
の
名
の
臆
守
る
人
格
其

者
の
賞
体
を
指
す
者
な
る
如
し
『
曾
谷
抄
』
に
臼
〈
南
無
妙

法
蓮
華
経
ご
申
す
は
一
代
の
肝
心
た
る
の
み
奇
ら
ず
法
華

経
の
心
争
b
体
な
b
所
詮
な
り
云
々
又
臼
〈
所
謂
妙
法
蓮

華
経
の
五
宇
を
ば
嘗
時
の
人
々
は
名
ご
ば
か
り
思
へ

b
さ

に
て
は
候
は
ず
体
な
b
体
ご
は
心
に
て
候
－
za々

さ
れ
ば
題

目
を
離
れ
て
払
華
経
の
心
を
訪
ぬ
る
者
は
猿

t

乞
一
離
れ
て
加

を
訪
叫
し
墓
杏
き
亀
な
b
山
林
を
捨
て
冶
果
の
質
を
大
一
件

の
遜
り
に
求
め
し
猿
猿
争
・
り
云
々
是
れ
宗
組
嘗
時
天
台
の

皐
者
じ
題
rhbι

以
て
経
の
名
争
b
f」
思
い
此
れ
を
軽
賎
す

る
の
心
を
抱
〈
も
の
あ
り
し
か
ば
此
れ
を
珂
せ
ん
ご
し
て

か
〈
敢
へ
ら
れ
た
る
浄
b

今
時
仁
於
て
も
皐
者
中
叉
此
の
見
を
抱
け
る
者
あ
b
日
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〈
宗
祖
比
の
名
を
勤
め
給
ふ
所
以
は
、
も
つ
ば
ら
俗
を
引

か
ん
錦
の
術
計
の
み
名
よ
〈
何
を
か
な
さ
ん
ご
此
れ
貰
仁

五
宇
は
一
部
の
心
な
る
事
を
如
ら
ざ
る
錦
な
b
『
報
恩
抄

仁
臼
〈
疑

τ臼
〈
廿
入
品
の
中
仁
何
が
肝
心
手
や
？
答
へ

て
門
く
或
は
品
々
皆
な
事
仁
従
て
肝
心
な
り
或
は
打
く
方

便
品
書
量
口
問
肝
心
争
り
或
は
臼
〈
方
便
品
肝
心
な
b
或
は

臼
〈
毒
量
品
肝
心
な
b
或
は
臼
〈
開
示
悟
入
肝
心
な
り
或

は
臼
〈
十
相
肝
心
争
り
。
問
ふ

τ日
〈
放
の
心
知
何
符
ふ

南
無
妙
法
遂
事
経
肝
心
な
り
、
『
五
品
抄
』
代
田
〈
妙
法
蓮

華
経
の
五
宇
は
純
文
仁
あ
ら
ず
其
の
義
に
あ
ら
A
V

唯
一
部

の
意
耳
云
々
正
仁
創
る
ベ

ι五
字
は
法
華
一
部
の
意
に
し

て
久
遠
本
備
の
智
恵
な
り
ど
云
ふ
事
を
吾
人
朝
夕
本
偽
の

智
恵
た
る
五
宇
を
以

τ本
備
の
本
体
に
劃
し
て
晶
題
し
つ

、
あ
る
な
り
、
「
経
に
臼
〈
』
是
人
於
偽
致
決
定
無
有
疑
さ

『
蒋
じ
臼
く
』
妙
法
魅
力
即
身
成
偽
ご
成
悌
何
時
ゲ
疑
は
む

ハ
以
下
次
裁
）

興
師
身
延
離
山
考

中
五

太

回

純

志

宗
門
原
始
時
代
に
於
凶
り
る
、
諾
先
師
の
事
蹟
な
韮
才
浅

草
の
輩
等
云
々
し
奉
る
は
、
甚
r
k
こ
が
ま
し
き
事
じ
て

叉
難
中
の
難
事
た
り
。
其
の
研
究
資
料
に
苦
し
む
は
勿
論

な
れ
ざ
‘
史
賓
の
取
捨
撰
揮
等
に
至
b
て
は
是
れ
其
＋
か
り

で
ふ
白
血
買
じ
到
ら
ま
る
巳
上
、
金
々
錯
し
得
ざ
る
所
な
ち
O

吾
宗
門
介
添
史
中
、
暗
々
裏
に
そ
の
萌
芽
を
接
せ
し
は
、

太
田
方
の
不
議
連
門
の
異
計
に
起
因
し
，
滅
後
数
年
仁
し

τ富
士
興
門
流
具
現
せ
り
。
之
仁
付
て
、
興
師
身
砥
離
山

問
題
古
来
の
先
哲
問
に
所
設
甚
だ
し
く
多
岐
じ
し
て
、
吾

等
後
陣
輩
の
大
に
迷
惑
す
る
所
た
り
、
彼
云
〈
波
木
井
益

四
簡
の
誘
法
じ
よ
る
ご
、
此
云
〈
、
事
賞
無
根
守
h
，
f
」、

或
は
云
〈
、
五
一
相
封
本
諮
問
題
ご
、
成
は
云
〈
、
一
端

の
感
情
問
題
ご
、
或
は
云
々
云
〈
正
予
傾
日
来
該
問
題
に
閥

せ
る
史
料
の
二
三
を
得
た
る
に
よ
り
、
左
仁
提
出
し
以
て

先
賢
各
位
の
御
垂
示
を
仰
が
ん
ざ
す
る
も
の
争
b
o

始
仁
嘗
源
よ
b
列
畢
せ
ん
か
、
六
牙
院
海
昔
潮
訟
は
其

著
『
本
化
別
頭
悌
組
統
組
』
に
『
弘
安
入
年
乙
酉

P
同
寧
者

直
コ
子
身
延
一
－
棺
一
越
波
木
井
氏
賞
長
告
テ
日
高
姐
ノ
議
塔
輪
究

守

w
p之
，
也
某
式
雄
二
顧
命
厳
重
オ
ト
而
弔
錫
ν
法
致
レ
山
J

至

(38) 


